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 （研究の目的等）  
平成 21 年より外国籍児童が占める割合の高い浜松市立砂丘小学校において、外国籍児童を含む
個別指導を必要とする児童への支援及びそれを支える学校運営の在り方について研究・実践を開始
した。平成 22 年度は初年度の実践をもとに、効果的な支援・学校運営のあり方について改善策を講
じ、実践し、その成果を発表することにより、地域の教育に貢献する。 
 
（研究の実施方法等）  
平成 21 年度に引き続き、学生ボランティアを研究者のスーパーヴァイズのもとに各人週 1 回の頻度
で砂丘小学校に派遣する。ボランティアは学習補助員の役割を負うとともに支援対象児童及び学級の
状況について観察・記録し、自己の活動及び研究者集団にとって必要な情報を提供することを目的と
する。研究者は校内の発達支援委員会をベースに問題の把握・改善につとめ、個別対応が必要な児
童に対する支援の在り方・実施方法及びそれを支える学校運営について考察する。 
 
研究協力者：  
國學院大學栃木短期大学教授渡辺千歳：特別支援についての研究協力  
（得られた成果等） 
浜松市立砂丘小学校へのボランティア派遣も 2 年目である。一般の教員の他、外国人
児童対象の加配教員、教員を補助する指導員、補助員などが複雑なシステムを作り、指
導・運営にあたる現場である。当該学校ではシステムの要として特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ
ｰが外国籍児童対象の加配教員と共同であたっているが特徴である。外国人児童を特別
支援対象児の一部と捉えているとも言える。そのため、学生ボランティアの支援の対象は
外国籍児童に限られず、特別支援を必要とする日本国籍児童も対象となる。学校全ての
児童支援に関わるのである。  
ボランティアの形態として  授業に入る「入りこみ」、「少人数での指導」、「授業後の補
習」それぞれの利点、欠点は何か。どの教科の支援が効果的であるか。砂丘小学校では
学生ボランティアの受け入れは初めてである。校長、特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ、加配教
員、一般教員との話あいの他、学生ボランティアとの話しあい、彼らの記録を元に様々な
試行をしてきた。  
 また、ボランティアの役割・あり方についての理解を深めるため、砂丘小学校以外の地元
の学校との関わりを深めた。砂丘小学校の近隣にあり、外国籍児童が全校児童に占める
割合が高く、極めて似た状況にある遠州浜小学校を何回か訪問し、加配教員、ボランテ
ィアの双方からの聞き取りを実施した。遠州浜小学校では外国籍児童対象のボランティア
組織がすでに５～６年の間活動、支援している。また、ブラジル人・ペルー人を対象とした
外国人学校、ムンド・デ・アレグリアへも要請に応じ、今年度前期は学生ボランティアを派
遣した。  
 現時点は後期のボランティアを募集、派遣を始めるところである。後期の実践を踏まえ、
ボランティアの対象校・対象児への効果的あり方、学生への教育的効果についてまとめる
計画である。  
 日本子育て学会誌第 1 号は「環境移行」の特集を組む。その中で外国籍児童の環境
移行の問題とボランティアの役割について寄稿する予定である。  
 
 
